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特
別
記
事

手
賀
裕
輔
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

１
．
問
題
の
所
在
と
考
察

手
賀
裕
輔
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
「
米
国
の
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
終
結
政
策
一
九
六
九
│
一
九
七
五
」
は
、
米
国
に
よ
る
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
終
結
過
程
を
分
析
し
た
実
証
的
外
交
史
研
究
で
あ
る
。
一

九
六
九
年
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
「
名
誉
あ
る
和
平
」
の
実
現
を
掲
げ

て
大
統
領
に
就
任
し
た
ニ
ク
ソ
ン
に
と
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
早

期
終
結
は
最
優
先
の
外
交
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際

に
は
パ
リ
和
平
協
定
締
結
ま
で
に
四
年
も
の
歳
月
を
要
し
た
。
早
期

和
平
の
実
現
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
間
米
国
は
数
度
に
わ
た
っ
て
大
規
模

な
軍
事
作
戦
す
ら
実
施
し
た
。
本
論
文
は
、
米
国
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
終
結
の
過
程
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
長
期
化
し
た
の
か
と
い
う
問
い

に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
が
分
析
の
対
象
と
す
る
戦
争
の
終
結
や
撤
退
と
い
う
国
際

政
治
現
象
は
、
戦
争
の
原
因
や
起
源
に
関
す
る
研
究
と
比
べ
て
、
理

論
研
究
、
歴
史
研
究
の
両
分
野
に
お
い
て
必
ず
し
も
十
分
に
考
察
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
伝
統
的
な
戦
争
で
は
、
一
般
的
に
交
戦
国
の
う

ち
一
方
が
敗
北
を
認
め
、
勝
利
し
た
敵
対
国
の
要
求
を
受
け
入
れ
た

と
き
に
戦
争
は
終
結
す
る
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
よ
う
に
、

長
期
的
な
軍
事
的
膠
着
状
態
に
陥
り
複
雑
な
交
渉
を
通
し
て
終
結
し

た
戦
争
は
、
明
ら
か
に
そ
の
範
疇
か
ら
外
れ
る
。

ま
た
、
戦
争
終
結
過
程
に
お
け
る
国
内
要
因
を
重
視
す
る
研
究
は
、

世
論
の
変
動
や
政
権
交
代
な
ど
の
国
内
政
治
要
因
に
よ
っ
て
戦
争
終

結
が
も
た
ら
さ
れ
る
ケ
ー
ス
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
国
内
世
論
は

戦
争
終
結
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
終
結
に
際
し
て
米
国
世
論
が
果
た
し
た
役
割
は
小
さ
く
な

か
っ
た
。
し
か
し
手
賀
君
は
、
国
内
要
因
論
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
、

世
論
の
反
対
に
直
面
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が

四
年
も
の
長
期
に
わ
た
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
継
続
す
る
こ
と
に
な

っ
た
事
実
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

他
方
で
、
歴
史
研
究
の
領
域
に
お
い
て
も
、
関
心
の
大
半
は
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
の
起
源
を
解
明
す
る
こ
と
に
集
中
し
、
戦
争
の
終
結
局
面

や
撤
退
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
第
一

世
代
の
研
究
は
、
国
際
政
治
や
ア
メ
リ
カ
外
交
の
変
遷
の
一
部
と
し

て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
を
扱
い
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
冷
戦
期
の
歴

代
政
権
と
は
異
質
の
現
実
主
義
外
交
を
展
開
し
、
泥
沼
化
し
た
ベ
ト
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ナ
ム
戦
争
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
点
を
強
調
す
る
傾
向
に

あ
る
。
手
賀
君
は
そ
れ
を
「
ニ
ク
ソ
ン
政
権
例
外
論
」
と
呼
び
、
そ

の
視
点
か
ら
は
、
歴
代
政
権
以
上
に
超
大
国
と
し
て
の
信
頼
性
の
維

持
に
固
執
し
た
事
実
が
み
え
て
こ
な
い
と
論
じ
る
。

近
年
で
は
、
一
次
史
料
の
公
開
に
伴
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終

結
に
関
す
る
第
二
世
代
の
研
究
が
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
第
一
世
代
の

研
究
は
、
記
憶
や
記
録
を
合
理
化
し
が
ち
な
当
事
者
の
回
顧
録
等
に

依
拠
す
る
結
果
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
戦
略
的
意
図
や
そ
の
合
理
性
を

強
調
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
手
賀
君
は
、
第
二
世
代
の
研
究
は
新
史
料

を
使
っ
て
第
一
世
代
の
研
究
を
批
判
的
に
検
討
す
る
傾
向
を
持
ち
、

そ
の
結
果
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
の
批
判
自
体
が
自
己
目

的
化
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
世
代
の

先
行
研
究
も
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
過
程
の

長
期
化
の
原
因
に
つ
い
て
、
有
効
な
説
明
を
提
示
で
き
て
い
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
手
賀
君
は
上
述
の
問
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
「
戦

争
終
結
の
ジ
レ
ン
マ
」
と
い
う
分
析
枠
組
み
を
提
示
す
る
。
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
の
終
結
に
際
し
て
超
大
国
と
し
て
の
信
頼
性
を
維
持
す
る
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
一
方
で
、
国
内
分
裂
の
た
め
に
信
頼
性
維
持

に
不
可
欠
な
「
名
誉
あ
る
和
平
」
の
実
現
へ
向
け
た
強
い
決
意
を
北

ベ
ト
ナ
ム
へ
伝
達
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
、
と
い
う
ジ
レ
ン
マ

で
あ
る
。

一
方
で
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
交
渉
に
よ
る
解
決
に
際
し
て
、
米
国

は
超
大
国
と
し
て
の
信
頼
性
を
維
持
し
た
形
で
和
平
を
達
成
す
る
強

い
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
米
国
が
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
を
「
敗
北
」
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
終
結
さ
せ
、
超
大
国
と

し
て
の
信
頼
性
が
失
わ
れ
た
場
合
に
は
、
第
一
に
敵
対
国
に
対
す
る

抑
止
が
機
能
し
な
く
な
り
、
第
二
に
同
盟
国
が
米
国
の
関
与
に
疑
念

を
抱
く
危
険
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、
以
上
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
米
国
が
北
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
譲

歩
を
獲
得
し
「
名
誉
あ
る
和
平
」
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
過
程
で
自
国
の
強
い
決
意
を
示
す
シ
グ
ナ
ル
（
軍
事
的
脅

迫
・
軍
事
力
行
使
）
を
発
し
、
自
国
の
要
求
を
相
手
国
に
受
け
入
れ

さ
せ
る
必
要
が
生
じ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
の
長
期
化
に
よ
る

負
担
の
増
加
に
よ
っ
て
、
米
国
国
内
で
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
対
象
と

し
て
反
戦
・
厭
戦
感
情
が
高
ま
り
、
国
民
に
よ
る
政
府
の
冷
戦
政
策

に
対
す
る
超
党
派
的
支
持
、
い
わ
ゆ
る
「
冷
戦
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
が

浸
食
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
北
ベ
ト
ナ
ム
に
対

し
て
信
頼
性
の
高
い
軍
事
的
脅
迫
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
状
況
が
生

ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

国
内
の
分
裂
は
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
交
渉
に
お
い
て
信
頼
性
の
高

い
シ
グ
ナ
ル
を
北
ベ
ト
ナ
ム
へ
伝
達
す
る
こ
と
を
二
つ
の
理
由
で
困
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難
に
し
た
。
第
一
に
、
政
府
が
国
民
に
敵
対
国
へ
の
シ
グ
ナ
ル
を
意

味
す
る
は
ず
の
軍
事
的
脅
迫
を
公
表
し
た
と
し
て
も
、
確
固
と
し
た

国
民
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
第
二
に
、
反
戦
・

厭
戦
感
情
を
強
く
抱
く
国
内
世
論
の
圧
力
を
感
じ
、
政
府
へ
の
批
判

を
緩
和
し
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
に
政
府
が
と
る
融
和
的
政
策
が
、

期
せ
ず
し
て
敵
対
国
に
決
意
の
強
さ
を
疑
問
視
さ
せ
る
事
態
を
招
き
、

シ
グ
ナ
ル
の
信
頼
性
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
ま
る
。

こ
う
し
て
手
賀
君
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
交
渉
に
よ
る
解
決
に
際

し
て
、
米
国
は
信
頼
性
を
維
持
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
国
内
の
反
戦
・
厭
戦
世
論
の
た
め
に
敵
対
国
へ
信
頼

性
の
高
い
シ
グ
ナ
ル
を
伝
達
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
「
戦
争
終
結

の
ジ
レ
ン
マ
」
に
直
面
し
て
い
た
、
と
分
析
す
る
の
で
あ
る
。
米
国

に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
政
策
と
は
こ
の
「
戦
争
終
結
の
ジ
レ

ン
マ
」
を
解
消
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
そ
れ
が
困
難
を
伴

う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
過
程
は
長
期
化
し
た

の
で
あ
っ
た
。

本
論
文
は
、
以
上
の
問
題
設
定
と
分
析
枠
組
み
に
基
づ
き
、
米
国

が
「
戦
争
終
結
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
対
処
す
る
に
あ
た
っ
て
展
開
し
た

三
つ
の
政
策
、
ベ
ト
ナ
ム
化
政
策
、
強
制
外
交
、
米
中
ソ
三
角
外
交

に
つ
い
て
詳
細
で
実
証
的
な
分
析
を
展
開
す
る
。
以
下
、
本
論
文
各

章
の
概
要
を
説
明
す
る
。

２
．
論
文
の
内
容

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序

論

米
国
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
政
策

第
１
章

ベ
ト
ナ
ム
化
政
策
と
強
制
外
交
の
失
敗

一
九
六
九
年

第
１
節

「
戦
争
終
結
の
ジ
レ
ン
マ
」

第
２
節

ベ
ト
ナ
ム
化
政
策
の
始
動

第
３
節

ベ
ト
ナ
ム
化
政
策
に
対
す
る
警
鐘

第
４
節
「
マ
ッ
ド
マ
ン
・
セ
オ
リ
ー
」
に
基
づ
く
強
制
外
交

第
２
章

カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
略
の
再
検
討

一
九
七

〇
│
七
一
年

第
１
節

カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
の
決
定
過
程

第
２
節

カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
作
戦
の
結
果

第
３
節

ベ
ト
ナ
ム
戦
略
の
再
検
討
と
対
中
接
近
へ
の
期
待

第
３
章

米
中
ソ
三
角
外
交
と
ベ
ト
ナ
ム
和
平
交
渉

一
九
七
一
│

七
三
年

第
１
節

ベ
ト
ナ
ム
問
題
を
め
ぐ
る
米
中
・
米
ソ
交
渉

第
２
節

春
季
大
攻
勢
と
ラ
イ
ン
バ
ッ
カ
ー
Ⅰ
作
戦

第
３
節

一
〇
月
合
意
の
成
立
と
「
適
当
な
期
間
」
に
よ
る
解
決

第
４
節

「
名
誉
あ
る
和
平
」
と
信
頼
性
の
呪
縛

第
４
章

ベ
ト
ナ
ム
和
平
の
崩
壊
と
サ
イ
ゴ
ン
の
陥
落

一
九
七
三

│
七
五
年
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第
１
節

北
ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
抑
止
力
の
喪
失

第
２
節

イ
ン
ド
シ
ナ
安
定
化
へ
向
け
た
中
ソ
へ
の
協
力
要
請

第
３
節

米
中
ソ
三
角
外
交
の
停
滞
と
サ
イ
ゴ
ン
陥
落

結

論

主
要
参
考
文
献

序
章
で
は
、
上
述
し
た
問
題
の
所
在
、
先
行
研
究
の
検
討
、
分
析

枠
組
み
の
提
示
が
な
さ
れ
る
。

第
１
章
「
ベ
ト
ナ
ム
化
政
策
と
強
制
外
交
の
失
敗
一
九
六
九
年
」

は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
早
期
終
結
を
実
現
す
る
た
め
に
米
国
が
圧
倒

的
な
軍
事
力
に
基
づ
く
強
制
外
交
を
実
行
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

結
局
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
過
程
と
原
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
政
権

発
足
当
初
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
早
期
に
ベ
ト
ナ
ム
和
平
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
楽
観
視
し
て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
国
内
の

反
戦
・
厭
戦
世
論
を
鎮
め
る
た
め
に
、
南
ベ
ト
ナ
ム
軍
を
強
化
す
る

の
と
同
時
に
、
米
軍
を
段
階
的
に
撤
退
さ
せ
る
「
ベ
ト
ナ
ム
化
」
政

策
を
開
始
す
る
。
そ
の
目
的
は
、
米
国
の
直
接
的
関
与
を
縮
小
す
る

こ
と
で
、
米
国
民
の
支
持
を
回
復
し
和
平
交
渉
で
の
立
場
を
強
化
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
反
戦
世
論
が
容
易
に
鎮
ま
る
こ
と
は

な
く
、
北
ベ
ト
ナ
ム
と
の
和
平
交
渉
と
は
無
関
係
に
米
軍
撤
退
が
進

む
こ
と
で
米
国
の
交
渉
材
料
は
失
わ
れ
、
む
し
ろ
交
渉
上
の
立
場
は

悪
化
し
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
苦
境
を
打
開
す
る
た
め
に
、
米
国
は
「
マ
ッ
ド
マ
ン
・

セ
オ
リ
ー
」
に
基
づ
く
強
制
外
交
を
展
開
し
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
自
身

の
「
反
共
タ
カ
派
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
操
作
し
、
非
合
理
的
な
ま
で

に
大
規
模
な
軍
事
行
動
を
と
る
と
の
脅
迫
に
よ
っ
て
、
北
ベ
ト
ナ
ム

に
譲
歩
を
迫
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
一
九
六
九
年
に
米
国
が
試
み

た
一
連
の
「
ベ
ト
ナ
ム
化
」
政
策
と
強
制
外
交
は
い
ず
れ
も
失
敗
に

終
わ
る
。
本
章
は
そ
の
原
因
を
、「
戦
争
終
結
の
ジ
レ
ン
マ
」
に
求

め
る
。
す
な
わ
ち
、
米
軍
撤
退
の
加
速
や
積
極
的
な
和
平
案
の
提
示

な
ど
が
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
決
意
の
強
さ
を
北
ベ
ト
ナ
ム
に
疑
問
視
さ

せ
る
結
果
を
招
く
一
方
で
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
に
よ
る
軍
事
的
脅
迫
は

国
民
の
強
い
反
発
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

第
２
章
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
と
ベ
ト
ナ
ム
戦
略
の
再
検
討
一
九

七
〇
│
七
一
年
」
は
、
第
一
に
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
を
追
求
し

て
い
た
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
に
よ
っ
て
戦
争
を
拡
大

さ
せ
た
過
程
と
原
因
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
戦
争
拡
大
に

よ
り
む
し
ろ
「
名
誉
あ
る
和
平
」
に
向
け
て
の
状
況
を
悪
化
さ
せ
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
略
の
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ニ
ク
ソ
ン
政
権
が
、

米
中
ソ
三
角
外
交
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る
過
程
を
検
証
す
る
。

一
九
七
〇
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
危
機
に
直
面
し
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、

内
部
に
多
く
の
反
対
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
米
地
上
軍
の
派
兵
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を
決
断
し
た
。
一
九
六
九
年
の
強
制
外
交
の
失
敗
や
一
方
的
な
米
軍

撤
退
に
よ
っ
て
米
国
の
信
頼
性
が
大
き
く
低
下
し
て
い
る
状
況
に
お

い
て
、
さ
ら
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
喪
失
す
れ
ば
、
米
国
の
威
信
が
決
定

的
に
悪
化
す
る
と
ニ
ク
ソ
ン
が
恐
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
米
国
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
に
よ
っ
て
戦
況
を
好
転
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
ず
、
和
平
交
渉
も
進
展
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

む
し
ろ
戦
争
拡
大
は
、
米
国
の
国
内
世
論
と
議
会
か
ら
の
苛
烈
な
反

発
を
生
む
。
反
戦
運
動
が
全
国
規
模
で
再
燃
し
、
民
主
党
が
上
下
両

院
で
多
数
派
を
占
め
る
議
会
と
政
府
の
関
係
は
決
定
的
に
悪
化
し
た
。

事
態
打
開
の
た
め
、
米
国
政
府
内
部
で
一
九
七
〇
年
秋
か
ら
七
一

年
春
に
か
け
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
略
の
再
検
討
が
行
わ
れ
た
。
一
方
で
、

ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
高
ま
る
国
内
の
戦
争
終
結
圧
力
に
対
処
す
る
た

め
に
も
、
当
初
の
方
針
よ
り
も
大
規
模
で
急
速
な
米
軍
撤
退
を
実
行

す
る
。
他
方
で
、
米
国
の
超
大
国
と
し
て
の
威
信
を
保
ち
「
名
誉
あ

る
和
平
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
米
中
ソ
三
角
外

交
を
通
じ
た
ベ
ト
ナ
ム
和
平
の
模
索
に
活
路
を
見
出
し
、
対
中
接
近

政
策
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

第
３
章
「
米
中
ソ
三
角
外
交
と
ベ
ト
ナ
ム
和
平
交
渉
一
九
七
一

│
七
三
年
」
で
は
、
米
中
ソ
三
角
外
交
を
通
じ
た
ベ
ト
ナ
ム
和
平
模

索
の
試
み
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、

中
ソ
対
立
を
利
用
し
て
米
中
和
解
と
米
ソ
デ
タ
ン
ト
を
実
現
す
る
こ

と
で
、
北
ベ
ト
ナ
ム
を
孤
立
さ
せ
た
上
で
、
中
ソ
を
通
じ
て
圧
力
を

加
え
、
米
国
の
要
求
を
反
映
し
た
和
平
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
、
米
中
ソ
三
角
外
交
に
よ

っ
て
、
中
ソ
両
国
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
め
ぐ
る
米
国
と
の
対
立
よ
り

も
対
米
関
係
の
改
善
を
優
先
さ
せ
る
国
際
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
米
国
は
、
中
ソ
の
介
入
を
憂
慮
せ
ず
に
、

北
ベ
ト
ナ
ム
の
春
季
大
攻
勢
に
対
抗
し
つ
つ
、
結
局
は
和
平
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。

し
か
し
本
章
は
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
三
角
外
交
の
意
図
せ
ざ

る
結
果
と
し
て
中
ソ
間
で
北
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
影
響
力
を
め
ぐ
る
支
援

競
争
が
生
じ
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
中
ソ
両
国
は
対
越
支
援
を
増
大

さ
せ
、
そ
の
結
果
北
ベ
ト
ナ
ム
の
非
妥
協
的
姿
勢
が
一
時
的
に
強
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
ニ
ク
ソ
ン
に
は
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
終
結
に
向
け
て
二
つ
の
方
策
が
提
示
さ
れ
た
。
第
一
は
、
米
軍

撤
退
後
に
「
適
当
な
期
間
」
を
設
け
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
和
平

後
の
南
ベ
ト
ナ
ム
の
軍
事
的
崩
壊
を
事
実
上
容
認
す
る
解
決
策
で
あ

る
。
第
二
が
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
独
立
を
永
続
的
に
維
持
し
続
け
る

「
名
誉
あ
る
和
平
」
の
追
求
で
あ
っ
た
。
米
国
が
パ
リ
和
平
協
定
の

交
渉
過
程
に
お
い
て
、
停
戦
後
も
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
が
南
ベ
ト
ナ
ム
国

内
に
残
留
す
る
こ
と
を
黙
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、「
適
当
な
期
間
」
に
よ
る
解
決
が
現
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実
的
な
選
択
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ニ
ク
ソ
ン
は
あ
く
ま
で
も
「
名
誉
あ
る
和
平
」

の
追
求
に
固
執
し
た
。
中
ソ
の
対
越
支
援
強
化
に
よ
っ
て
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
が
大
国
間
政
治
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た

た
め
、
ニ
ク
ソ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
共
産
主
義
陣
営
と
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
戦
い
の
一
環
で
あ
る
と
の
認
識
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
本
章
は
、
ニ
ク
ソ
ン
は
、「
適
当
な

期
間
」
を
経
た
と
し
て
も
南
ベ
ト
ナ
ム
崩
壊
は
米
国
の
超
大
国
と
し

て
の
信
頼
性
に
と
っ
て
致
命
的
な
打
撃
と
な
る
と
の
恐
怖
に
捕
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
に
ベ
ト
ナ
ム
和
平
交
渉
が
終
盤

に
お
い
て
必
要
以
上
に
長
引
い
た
原
因
を
見
出
す
。

第
４
章
「
ベ
ト
ナ
ム
和
平
の
崩
壊
と
サ
イ
ゴ
ン
の
陥
落
一
九
七

三
│
七
五
年
」
は
、
パ
リ
和
平
協
定
成
立
後
、
ベ
ト
ナ
ム
和
平
が
崩

壊
し
、
最
終
的
に
南
ベ
ト
ナ
ム
が
北
ベ
ト
ナ
ム
に
打
倒
さ
れ
た
過
程

と
原
因
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
米
国
は
北
ベ
ト
ナ
ム
の
協
定
侵
犯
を

抑
制
し
、
ベ
ト
ナ
ム
和
平
を
維
持
す
る
た
め
に
二
つ
の
手
段
を
重
視

し
て
い
た
。
第
一
が
軍
事
力
行
使
で
あ
り
、
第
二
が
中
ソ
を
通
じ
た

外
交
で
あ
っ
た
。
米
国
が
和
平
維
持
の
た
め
に
重
視
し
た
軍
事
力
行

使
は
、
議
会
が
イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
米
軍
の
活
動
を
禁
止
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
不
可
能
と
な
る
。
和
平
実
現
の
過
程
で
米
国
政
府
が
繰
り
返

し
た
軍
事
行
動
に
よ
っ
て
、
米
軍
撤
退
後
の
イ
ン
ド
シ
ナ
関
与
に
対

す
る
国
内
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
に
よ
っ
て
、
世
論
と
議
会
の
大
統
領
に

対
す
る
不
信
は
決
定
的
に
悪
化
し
た
。

和
平
維
持
の
第
二
の
手
段
で
あ
る
中
国
と
ソ
連
を
通
じ
た
イ
ン
ド

シ
ナ
の
安
定
化
も
、
結
局
は
機
能
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
米
国
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
シ
ア
ヌ
ー
ク
復
帰
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
シ
ナ
安
定
化

を
実
現
し
よ
う
と
し
て
も
、
中
ソ
が
協
力
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
中
ソ
の
反
応
の
背
景
に
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
め
ぐ
る
中
ソ

対
立
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
末
に
開
始
さ
れ
た
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
攻
勢
が
一
九
七

五
年
に
本
格
化
す
る
と
、
も
は
や
米
国
政
府
に
は
な
す
術
が
な
か
っ

た
。
フ
ォ
ー
ド
政
権
に
よ
る
緊
急
支
援
要
請
を
議
会
が
認
め
る
こ
と

は
な
く
、
一
九
七
五
年
四
月
サ
イ
ゴ
ン
は
陥
落
し
、
南
ベ
ト
ナ
ム
は

崩
壊
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
期
せ
ず
し
て
停
戦
か
ら
二
年

と
い
う
「
適
当
な
期
間
」
を
経
て
ベ
ト
ナ
ム
は
統
一
さ
れ
た
。

結
論
で
は
、
以
上
の
考
察
を
「
戦
争
終
結
の
ジ
レ
ン
マ
」
の
観
点

か
ら
整
理
す
る
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
に
際
し
て
直
面
し
た
「
戦
争

終
結
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
解
決
す
る
た
め
に
、
米
国
は
ベ
ト
ナ
ム
化
政

策
、
強
制
外
交
、
米
中
ソ
三
角
外
交
を
展
開
す
る
が
、
い
ず
れ
の
政

策
も
「
戦
争
終
結
の
ジ
レ
ン
マ
」
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
米
国
は
、
最
終
的
に
は
、
米
中
ソ
三
角
外
交
と
大
規
模
な
軍
事
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力
行
使
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
辛
う
じ
て
和
平
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
政
策
に
対
す
る

国
民
の
支
持
は
完
全
に
失
わ
れ
、
中
ソ
対
立
が
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
よ

ぶ
こ
と
で
米
中
ソ
三
角
外
交
が
最
後
ま
で
機
能
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
が
望
む
ベ
ト
ナ
ム
和
平
を
維
持
す
る
こ
と

が
不
可
能
と
な
る
。
米
国
は
最
後
ま
で
「
戦
争
終
結
の
ジ
レ
ン
マ
」

を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

３
．
論
文
の
評
価

本
論
文
の
先
駆
性
や
独
創
性
と
し
て
以
下
の
三
点
が
指
摘
で
き
よ

う
。第

一
に
、
以
下
に
述
べ
る
高
い
実
証
性
に
加
え
て
、「
戦
争
終
結

の
ジ
レ
ン
マ
」
と
い
う
分
析
枠
組
み
に
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終

結
過
程
に
お
け
る
事
実
関
係
に
一
定
の
政
治
学
的
な
意
味
付
け
を
与

え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
点
が
特
筆
さ
れ
る
。
戦
争
終
結
の
過
程

は
そ
の
後
の
国
際
政
治
の
あ
り
方
を
大
き
く
左
右
す
る
は
ず
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
必
ず
し
も
積
極
的
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
論
文
の
考
察
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
終
結
過
程
が
当
初
の
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
思
惑
を
裏
切
り
か
な
り
長

期
化
し
た
事
実
に
的
確
な
説
明
を
加
え
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
終
結
後
の
イ
ン
ド
シ
ナ
情
勢
が
中
ソ
対
立
を
背
景
に
再
び

紛
争
の
時
代
を
迎
え
た
こ
と
の
背
景
を
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ

こ
に
、
戦
争
終
結
過
程
に
着
目
し
た
手
賀
君
の
学
問
的
セ
ン
ス
が
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
論
文
で
提
示
さ
れ
た
「
戦
争
終
結
の
ジ

レ
ン
マ
」
と
い
う
分
析
概
念
が
持
つ
潜
在
的
な
理
論
的
有
用
性
を
示

す
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

第
二
に
、
徹
底
し
た
史
料
調
査
に
よ
っ
て
、
ニ
ク
ソ
ン
・
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
外
交
に
関
す
る
新
た
な
事
実
の
発
掘
と
そ
れ
に
基
づ
く
新

た
な
歴
史
的
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
点
も
大
い
に
評
価
で
き
る
。
先

行
研
究
の
多
く
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
政
策
を
説
明
す
る
に
あ
た

っ
て
、
ニ
ク
ソ
ン
や
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
個
人
要
因
や
彼
ら
の
戦
略

的
構
想
を
強
調
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
研
究
は
、

ニ
ク
ソ
ン
や
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
認
識
や
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
政
策
決

定
過
程
を
一
次
史
料
に
よ
っ
て
丹
念
に
裏
付
け
つ
つ
も
、
ニ
ク
ソ
ン

政
権
が
直
面
し
て
い
た
国
内
外
の
政
治
的
構
図
を
解
明
す
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
冷
戦
期
の
歴
代
米
国
政
権
に

よ
る
外
交
の
な
か
で
異
質
と
位
置
づ
け
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
ニ
ク
ソ

ン
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
外
交
も
、
超
大
国
と
し
て
の
信
頼
性
維
持
と

国
内
世
論
の
圧
力
へ
の
対
処
と
い
う
米
国
の
対
外
関
与
に
伴
う
本
質

的
問
題
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
説
得
的
に
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
本
研
究
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
米
国
外
交
史
研
究
に
対
し
て
も
大
き
な
学
術
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的
貢
献
を
な
す
も
の
と
い
え
る
。

第
三
に
、
徹
底
的
な
一
次
史
料
の
調
査
・
収
集
に
基
づ
く
実
証
研

究
と
し
て
の
先
駆
性
お
よ
び
堅
実
性
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
手

賀
君
は
、
本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
り
、
Foreign
R
elations
ofthe

U
nited
Statesな
ど
の
定
期
的
公
刊
史
料
の
調
査
は
も
と
よ
り
、

い
く
つ
か
の
奨
学
金
に
よ
り
何
度
か
自
ら
訪
米
し
、
国
立
公
文
書
館

（
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
カ
レ
ッ
ジ
パ
ー
ク
）、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
図
書
館

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ヨ
ー
バ
リ
ン
ダ
）、
フ
ォ
ー
ド
大
統
領
図
書
館

（
ミ
シ
ガ
ン
州
ア
ナ
ー
バ
ー
）
に
お
い
て
史
料
収
集
を
行
っ
た
。
こ

う
し
た
徹
底
し
た
調
査
を
通
じ
て
、
手
賀
君
は
近
年
公
開
さ
れ
た
ニ

ク
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
政
権
期
の
外
交
文
書
を
体
系
的
に
収
集
し
、
ベ

ト
ナ
ム
政
策
の
み
な
ら
ず
、
関
連
す
る
対
中
国
、
ソ
連
政
策
の
決
定

過
程
を
か
な
り
の
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
特

筆
す
べ
き
は
、
膨
大
な
文
書
史
料
に
加
え
、
よ
り
正
確
に
政
府
首
脳

の
情
勢
認
識
や
意
思
決
定
過
程
を
解
明
す
る
た
め
に
、
大
統
領
と
政

権
高
官
の
協
議
内
容
を
録
音
し
た
音
声
史
料
（
ニ
ク
ソ
ン
・
テ
ー

プ
）
を
も
駆
使
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
綿
密
な
調
査
と
地

道
な
努
力
に
基
づ
い
た
本
研
究
の
実
証
性
は
、
極
め
て
高
い
水
準
に

あ
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
先
駆
性
と
独
創
性
を
備
え
た
本
論
文
で
は
あ
る
が
、

改
善
す
べ
き
あ
る
い
は
将
来
の
課
題
と
す
べ
き
点
も
残
る
。
と
り
わ

け
、「
戦
争
終
結
の
ジ
レ
ン
マ
」
と
い
う
本
論
文
の
分
析
枠
組
み
を

よ
り
精
緻
化
す
る
余
地
が
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
外
交
史
の
実
証
的

記
述
と
歴
史
的
事
実
に
対
す
る
政
治
学
的
分
析
を
両
立
さ
せ
よ
う
と

す
る
本
研
究
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
不
可
避
の
宿
命
と
言
え
る

が
、
往
々
に
し
て
分
析
枠
組
み
に
囚
わ
れ
る
あ
ま
り
歴
史
的
事
実
の

解
釈
か
ら
深
み
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
も
、

た
と
え
ば
ニ
ク
ソ
ン
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻
の
決
断
が
米
国
の
信

頼
性
の
失
墜
の
懸
念
と
い
う
理
由
か
ら
や
や
単
線
的
に
説
明
さ
れ
る

等
、
歴
史
の
政
治
学
的
分
析
に
伴
い
が
ち
な
落
と
し
穴
に
陥
っ
て
い

る
個
所
が
あ
る
。
こ
の
種
の
陥
穽
か
ら
逃
れ
る
道
は
、
分
析
枠
組
み

の
精
緻
化
し
か
な
い
。
手
賀
君
が
、
今
後
研
究
者
と
し
て
戦
争
終
結

過
程
分
析
の
一
般
化
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
戦
争
終
結
過
程
に
は
相
手
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
本
論
文
は
、
ニ
ク
ソ
ン
外
交
の
研
究
と
し
て
は
完
結
し
て
い
る
。

し
か
し
、
米
国
外
交
研
究
の
枠
を
超
え
た
戦
争
終
結
過
程
の
研
究
と

し
て
は
、
今
後
和
平
交
渉
の
当
事
者
で
あ
る
北
ベ
ト
ナ
ム
や
中
国
な

ど
の
関
連
国
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
実

は
手
賀
君
は
、
一
時
期
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
資
料
収
集
に
も
取
り
組

ん
だ
。
本
論
文
で
そ
の
成
果
を
十
分
に
活
か
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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も
と
よ
り
、
以
上
指
摘
し
た
問
題
は
、
本
論
文
に
対
す
る
本
質
的

な
要
望
と
い
う
よ
り
は
、
今
後
研
究
を
進
め
る
な
か
で
中
長
期
的
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
問
題
で
あ
り
、
本
論
文
が
持
つ

学
術
的
価
値
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。

よ
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
本
博
士
学
位
請
求
論
文
が
独
創
的
で

的
確
な
分
析
と
高
い
実
証
性
を
兼
ね
備
え
た
先
駆
的
な
学
術
研
究
で

あ
る
こ
と
を
認
め
、
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を

授
与
す
る
の
に
適
当
と
判
断
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
二
月
二
七
日

主
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

添
谷

芳
秀

Ph.
D.

副
査

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

法
学
博
士

赤
木

完
爾

副
査

立
教
大
学
法
学
部
教
授

法

学

博

士

佐
々
木
卓
也

李
奇
泰
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

１
．
問
題
の
所
在
と
論
点

李
奇
泰
君
の
博
士
学
位
請
求
論
文
「
米
国
の
東
ア
ジ
ア
政
策
と
日

本
の
対
韓
安
全
保
障
政
策
│
在
韓
米
軍
撤
退
問
題
と
日
韓
安
全
保
障

協
力
の
模
索
、
一
九
六
九
〜
一
九
七
九
」
は
、
デ
タ
ン
ト
期
に
お
け

る
日
本
の
対
韓
安
全
保
障
政
策
を
米
国
の
東
ア
ジ
ア
政
策
の
変
遷
と

の
関
連
に
着
目
し
て
考
察
し
た
研
究
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
李

君
の
母
国
で
あ
る
韓
国
で
は
、
朝
鮮
半
島
が
四
大
国
、
す
な
わ
ち
米

国
、
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）、
中
国
、
日
本
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
地

政
学
的
な
視
角
が
常
識
的
で
あ
る
。
し
か
し
李
君
の
研
究
は
、
戦
後

の
日
本
が
米
中
ソ
三
大
国
と
は
同
次
元
の
大
国
間
ゲ
ー
ム
を
展
開
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
的
確
に
理
解
し
、
戦
略
的
に
大
国
外
交

を
志
向
し
て
い
る
と
す
る
解
釈
に
傾
き
が
ち
な
韓
国
に
お
け
る
日
本

外
交
考
察
と
は
一
線
を
画
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
論
文
に
お
い
て
李
君
は
、
デ
タ
ン
ト
期
の
安
全
保
障
問
題
を
め

ぐ
る
日
本
の
対
韓
外
交
は
米
国
の
東
ア
ジ
ア
政
策
の
変
化
に
対
応
し

つ
つ
「
朝
鮮
半
島
の
安
定
化
」
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
、
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